
GISの活用による業務改善と 
地域の魅力発信
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北九州市 
庁内WG  GIS活用促進Group
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GIS活用促進Group
➢　ＧＩＳを日常業務で使用していないメンバーを中心に構成。 
➢　業務改善のツールとしてＧＩＳの活用について検討

＜活動方針＞

　　専門家・マニア目線ではなく、ユーザー目線で　

○ＧＩＳを使うことを目的とするのではなく、業務改
善のためにＧＩＳを活用する。　 

○素人目線を武器として業務改善を行い、一般職員や
市民を巻き込んで、少しでも便利な世の中を目指す。
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ＧＩＳを活用した業務改善
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道路路線縮図・幅員マップ
➢建設局の窓口まで来ての確認からWebでの確認へ。 
➢対応件数は、年間3,500件。対応時間の削減へ。 
➢今回、直方市との連携により同時公開。行政区で途切れない表示を実現。
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道路路線縮図・幅員マップ
➢操作方法も簡単。拡大するだけで、幅員マップが見られる。 
➢公開後のアクセス数は、約100件／日。徐々に増加中。
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ごみ・資源の出し方
➢　ごみ・資源は、ごみステーションに袋で出すものと、公共施設・店頭等、拠点回収するものに分けられる。 
➢　回収拠点は品目ごとに異なり、市民からの問合せも非常に多い。
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課題

☞所在地が50音順のため、問合せ者の近い拠点等、細やかな対応が困難（ＨＰも同様）。

➢　回収拠点は、分別大事典の配布やホームページにより実施している。 
➢　問合せに対しては、分別大事典を見ながら対応しているが、土地勘がないと迅速な対応は難しい。

＜分別大事典＞ ＜回収拠点一覧＞

品目 住所
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資源化物回収拠点マップ
➢　資源化物回収拠点マップを作成し、庁内及び市民向けに公開。 
➢　問合せのあった場所から、最も近い位置の回収拠点を誰でも容易に案内できるようになった。

☞ 市民からの電話対応時間の短縮に成功。
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ＧＩＳを活用した業務改善 
⇒広報活動への活用
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ＰＲ
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「残しま宣言」応援店マップ
➢　食品ロスを削減するための取組みとして、「残しま宣言」運動を推進している。 
➢　市民の食べ切りを促進するための取組みを行っている飲食店等を「残しま宣言応援店」として登録。

項　目 内　　容

A．特典付与

・食べ切りを行ったグループ等に「店舗独自の食べ切り特典」を付
与。 

　　　例：次回割引券等の付与　※一部店舗はていたんポイントも配布

B．提供量の調整
・来店者の希望に応じた料理提供量の調整。 
　　　例：小盛りメニューの導入、コース内容の変更等

C．持ち帰り対応
・持ち帰り希望者への対応。 
　　　例：消費期限等を説明しての持ち帰り、 ドギーバッグの用意等

D．お声かけ運動
・食べ切りを促すお声かけの実践。 
　　　例：宴会時の呼びかけ、注文受付時の適量注文の呼びかけ等

E．啓発活動 ・ポスター掲示等による、食べ切り促進に向けた啓発活動の実施。
F．独自の取組み ・上記以外の、食べ切りにつながる店舗独自の工夫。

このステッカーが目印

＜残しま宣言応援点＞
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「残しま宣言」応援店マップ
➢　応援店の位置を地図化し、広報に活用 
➢　ＷＧでの活動により、気軽にＧＩＳの業務活用が可能となった。

☞ このあとの飲み会に「残しま宣言応援店」をご活用ください。
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「残しま宣言」応援店マップ
➢　11月から残しま宣言応援店で食べ切るとエコグッズが当たるキャンペーンを開始

☞ 忘年会で是非ご活用いただき、グッズをゲットしてください。

＜エコグッズ＞＜応募方法＞

○食べ切りキャンペーンに参加する応援店
で食べ切ると応募ハガキがもらえます。 
 　 
○所定の応募ハガキに必要事項を記入のう
え、52円切手を貼って平成29年1月6日
（金）までに（当日消印有効）北九州市環
境局循環社会推進課へ送付してください。
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水銀体温計等回収拠点マップ
➢　「水銀に関する水俣条約」の発効に向け、「水銀汚染防止法」の制定等、水銀による環境汚染の
防止に向けた取組みが進められている。 

➢　１１月～１２月は集中回収期間として、区役所・出張所に加え、北九州市薬剤師会の協力により、
市内の薬局（約580ヵ所）で回収。

☞ 環境保全のためこの機会にぜひ回収にご協力を

＜回収対象＞ ＜回収拠点マップ＞
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ＧＩＳを活用した業務改善
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犯罪情報マップ
【犯罪情報マップ】　平成27年3月～（1ヶ月更新）　　　担当：市民文化スポーツ局 安全・安心推進課 

◇ 北九州市内各小学校区における1ヶ月中の街頭犯罪発生件数を色 
　で区分し、マップ表示。タイムリーな犯罪発生（ポイント）情報 
　を提供し、市民の防犯意識の高揚ならびに犯罪情報の活用促進を 
　図る。 
◇ 罪種別に表示することも可能。 
◇ スマートフォン用アプリによって、外出先でも閲覧できる。　　　
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ハザードマップ
➢自治体の連携により行政区で途切れないマップの提供を実現。
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ＧＩＳを活用した 
地域の魅力発信
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みんなで作る地図
➢　G-mottyではあればいいなと思う地図を自ら作ってしまおうという「みんなで作る地図」という人気コンテ
ンツが存在。 

➢　職員・市民の力を活用でき、効率的かつ大規模な地図作成が可能。

☞ みんなの力でより便利な世の中を目指す。

＜自動販売機マップ＞

アプリ(ArcGIS)等で入力 地図に反映
投稿件数：12,704件（10月25日現在）
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「みんなで作る地図」の充実
➢　WGでは、GISを遊びながら活用し、業務に応用する力を養うため、みんなで作る地図を活用 
➢　業務への関連の有無を問わず、様々なマップのアイデア出し、作成を進めた。

郵便ポスト

顔ハメ看板 銅像

ご当地キャラクター・ヒーロー

各種グルメマップ

☞ 常にネタ探しを行うようになり、街歩きが楽しくなる。
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顔ハメ看板マップ
➢　WGで考案し、北は北海道から南は沖縄まで（ベトナムまで！）拡がった人気コンテンツ
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グルメマップの充実

☞

➢　WGメンバーで、外食時の投稿の取組みを強化 
➢　県外に出た際には、1日5食も辞さない勢いで活動を展開

舌も肥えたが、肉体も肥える。



25

写真（視覚情報）

名称・コメント（文字情報）

地図（位置情報）

写真×地図×文字で地域情報を発信！

ストーリーマップとは



北九州フィルムコミッション×G-motty

北九州ロケ地MAP
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平成元年の北九州フィルムコミッション
設立以来、市内では、これまで２１７本
の映画やドラマなどのロケが行われてい
る。
ロケ地に行ってみたい！という問い合
わせも多く紙媒体でのロケ地マップを
作成していた。
北九州フィルムコミッション自身ももっ
とロケ地を紹介したい！と思っていた。

だったら、アプリを作って紹介したら！
と準備を進めていた。

ちょっと待ってください！ 
G-mottyがありますよ！



北九州フィルムコミッション×G-motty

北九州フィルムコミッションとG-mottyのコラボが実現
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北九州フィルムコミッション×G-motty

ストーリーマップで見られます！



29

北九州フィルムコミッション×G-motty

モバイルでも見られます！
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地域情報ポータルサイトG-motty

防災情報

行政情報

ストーリーマップ

みんなで作る地図

G-motty Blog
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G-motty Blog
➢　GISに関する情報だけでなく、季節情報、歴史情報、コネタなどあらゆる情報を発
信
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ごみBlog
➢　市民生活と密接に関連している「ごみ」の情報をG-motty Blogで配信 
➢　ごみとは何かから始まり、具体的なごみの出し方までマニアックな連載を展開中

☞ 体系的な記事をまとめ、転入者研修にも使えるようにすることを目指す。
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キタキュウのビール好きは良い人ばかり

➢ある分野にこだわりのある人（ビアテイスター）に執筆を依頼。　
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まとめ
➢　日常業務にＧＩＳを活用することで、事務作業の効
率化を図るとともに、市民の利便性も向上した。 

➢　「みんなで作る地図」の活動を行うことで、気軽に
ＧＩＳの使用法を学ぶことができた。また、実際のコ
ンテンツ集めで、地域の魅力を発見し、街歩きが楽し
くなった。 

➢　ＧＩＳ-ＷＧの活動により、業務の情報や地域の魅
力を発信するチャンネルを獲得できた。 




